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１． はじめに 
テラヘルツ波のイメージングにおける高空間分解能性，

物質固有の指紋スペクトルによる識別性，超高周波性など

の特性を利用して，建物や人の状態の計測，安全確認など

のための近距離でのリモートセンシング，室内など短距離

での高速無線などの応用が検討されている． 
本発表では，これら室内でのセンシングや高速無線のた

めの基礎データとなる，建材の THz 特性の測定について報

告する． 

２． 建材の THz 測定 
これまで，建材の電波特性は，室内ミリ波無線 LAN を

目的に，コンクリート，石膏ボード，ガラスなどについて

60GHz～90GHz 帯で測定された[1],[2]．また，300GHz 帯短

距離無線ネットワーク[3]を目指して，325GHz までの THz
帯の特性が測定された[4]．より高周波の THz 帯では，製

紙産業への応用のために，木材や紙の光学特性が調べられ

た程度である[5]． 
 本研究では，建材に対して，より高い周波数の THz 帯で

の光学特性の測定を行った．測定は，イムラ社製フェムト

秒ファイバーレーザーを THz 波発生・検出プローブに用い

る，栃木ニコン社製 THz-TDS を使って，透過特性および

反射特性の測定を行った．サンプルは石膏ボード(GB-R)，
ロックウール天井板(Commerston)，ロックウール天井材

(LunatoneG)等の建築材である[6]． 

３．測定結果 
Fig. 1 に石膏ボード及び 2 つのロックウール材の THz 帯

複素誘電率実部の測定結果を示す． 

これらの建材の複素誘電率の実部の値は，THz 帯でほぼ

一定であり，ミリ波帯での測定データ[1],[2]とも一致する． 
これに対し，THz 帯の低い周波数領域では，複素誘電率

の虚部は周波数にほぼ比例して，周波数とともに大きくな

る．吸収係数は，複素誘電率の虚部×周波数に比例するの

で，THz 帯ではほぼ周波数の 2 乗の依存性を持っているこ

とになる． 
 Fig.2 は，石膏ボードの THz 帯での反射率を示す．石膏

ボードでは，反射率は材料の誘電率で決まる反射率にほぼ

一致するが，ボード表面の紙が，あたかも無反射コート膜

になっているかのような干渉効果を示す． 
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Fig.2 石膏ボードの THz 帯の反射率． 

ロックウール材では，材料が露出した面では，材料の屈

折率で決る反射率に近いが，インク塗装面や不織布面では

その反射率が大きく，表面状態の影響が大きいことが分か

った． 
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Fig.1 石膏ボード(Gypsum Board)，ロックウール天井

板(Commerston)，ロックウール天井材(LunatoneG)の
複素誘電率の実部の測定値． 


